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3. レストラン事情
　私の住むアレキサンドリアは、エジプト第二もしく
は第三と言われ、人口 400 万を越す大都会である。そ
れゆえアレキサンドリアの中心街には、古い街並みな
がらきらびやかなショウウインドーが長く続く商業都
市である。ちなみにアレキサンドリアの街は、地中海
沿いに東西に長く発達した街で 20 ～ 30km の広がり
があるのに、南北は極めて狭く5～6km程度しかない。
一方郊外には大工業地帯も控えているので、この街に
は工業都市の気配もある。それにもまして地中海に面
した風光明媚で、夏ともなればリゾート客がヨーロッ
パ各地から訪れるそうで、一大消費都市と言っても過
言でない。加えて、これが私達魚文化で育った日本人
には嬉しいのだが、地中海の魚介類がふんだんに採れ
るという漁業の街でもある。一説では｢美味しい魚は、
全部首都カイロに運ばれるので・・・。｣ との事ながら、
それでも魚介類中心とするレストランが少なくない。
余談ながら回教徒の国だけに、ビールやワインを取り
扱うことのできるレストランは限られており、せっか
くの魚料理がアルコール抜きとならないよう、よくよ
く選んで訪れる必要がある。
　さて、その魚料理のレストラン、どの店もほぼ同じ
様な形態である。つまり店先にはアレキサンドリア漁
港に水揚げされた魚貝類が、氷の台にあふれんばかり
に並べられている。席に着いたら、また氷の台まで戻
り好きな魚を選ぶのである。選んだ魚は計量され価格
が決まるのだから、時価という事になろう。ただ、氷
の台といえども神経質な方なら些か生臭く感じられる
かも知れない。それでも調理して出される品々は、結
構美味だから嬉しい限りである。ちなみに氷の台には、
鯛・きんき・イカ・あさり・海老といった私達に馴染
みの魚から、地中海原産と言われる見た事もない魚が
並んでいるので、匂いさえ少し我慢できれば、見るだ
けでも結構楽しい。なお調理法は、塩焼きに近いもの

から、バター焼き、ムニエルとお好み次第、カルパッ
チョを楽しむことができる程新しい物もある。さらに
イカにいたっては、日本でいうイカリングに相当する
ものがあるので、最高である。

3. タクシー事情
アレキサンドリアのタクシーの事は話したい。一流ホ
テルの敷地内には、ボディーがブルーのタクシーが停
まっている。そしてホテル客がエジプト人で無い様な
場合には、「タクシー！タクシー！」としつこい程に
呼びかけてくる。日本語でいう客引きである。この手
のタクシーは総じて料金が割高になっているらしい。
らしいとあやふやな表現をするのは、当地に赴任して
9 ヶ月になるけれど、一度も利用した事が無いか
ら・・・。確認はしていないけれど、料金メーターが
付いていないか、付いていたとしても値段交渉で走る
ので、メーターの意味をなしていないかのどちらかで
あろう。
　これとは別に、Fast Call と呼ばれている、日本で
いうならハイヤーに属する料金メーター付きのタク
シーもある。日本の料金に比べれば安いに違いなかろ
うが、当地の物価から判断してべらぼうに高い。以前
所用で遅くなり、分乗して利用しているマイクロバス
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に乗れなかった際、一度だけ利用した事がある。エア
コンは当然のこと、整備も良く行き届いており、乗り
心地は日本のタクシーにも遜色ない。運転手も片言な
がら英語が通じるので、値段だけの事が有ると言った
ところである。それに運転マナーもそれなりにまとも
で、安心して乗っている事が出来る。ちなみにアレキ
サンドリアから職場のあるボルゲルアラブまでの
60km、日本円換算 3000 円程度であった。料金メーター
通りに払えば良いので、気分的にはずっと楽である。
　そして私が常日頃、黄色タクシーと面白がって命名
した、この地の少し裕福な一般大衆が利用するタク
シー。当地に来た当初、「先ず値段交渉をして乗るべ
き！」となんの根拠もなく考えたけれど、結局当地諸
先輩たちの薫陶を受け、阿吽の呼吸も覚えた。ただそ
もそも「車体が古い上、整備が限りなく悪く、さらに
運転マナーも最悪」と三重苦なのである。それに運転
手は自分のシートを可能な限り後ろに下げて運転して
いるので、一番安全な筈の運転手の後のシートには、

とても腰を下ろす事が出来ない状態である。この黄色
タクシー、慢性的に過剰気味の自動車で溢れるアレキ
アンドリアの道路を蝶の様に舞うが如く右に左に蛇行
しながら疾走するのである。それゆえ肝を冷やしなが
ら目的地に着いた後「ショコラン（ありがとう）！」
と言い、阿吽の呼吸で運転手に払うのである。ちなみ
に阿吽の呼吸の目安、私の場合は時間を目安とし、2
分に付き 1 ポンド（1 エジプトポンド 15 円）支払う
ようにしている。ただ二人で乗った時は 5 割増。とい
うのもこの地では知らぬ者同士の相乗りがまかり通っ
ているからだ。一人で乗っているとタクシー待ちの客
が平気で呼び止め、運転手に行き先を告げる。先客と
同じ方向なら乗せて走るという、何とも不思議な相乗
りなのである。
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